
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．業務用タブレットの閲覧範囲及び、取り扱いの再周知等をどのように周知徹底したのか具体的に示すこと。また、取

り扱いによる懲戒等の不安が組合員・社員にあることから、乗務中に必要なものしか開けない行路別のタブレットを貸

与する等、個人用と行路用のタブレットを貸与すること。 
回答：「乗務中における業務用タブレットの設置位置について（本MB第２２９号）」及び「乗務中の不適切事象が連続し

て発生したことを受けての対策実施について（本MB第２３０号）」に基づき、個別面談を行い周知している。引き
続き、必要な教育は実施していく。なお、行路用のタブレットを別途貸与する考えはない。 

４．健康経営の観点から、埼京運輸区で発生しているカビについて、何故これほどまで発生しているのか根拠及び、こ

れまで実施した対策を具体的に示すこと。また、現時点でもカビは改善されていないため、再発防止工事を実施し、改

善を図ること。 
回答：様々な要因が考えられるが、主に寒暖差による結露が原因で発生したと考えられる。なお、カビ対策の工事は実

施しているところである。 
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（組）動看中タブレットは触るなと指導されている。運転取扱いなどの資料を確認したくてもできない状況だ。 

（会）お客様に誤解を与えないように配慮したうえで、乗務業務に関わるものであればタブレットを見て構わない。問い

合わせがあったとしても、会社として調べた上できちんと対応する。また埼京運輸区の指導方法を確認する。 

（組）乗務員はどうしたら良いか困っている。モビサとして区の指導方法を把握して、正しいタブレットの扱いを現場に

指導して頂きたい。 

（会）区の指導内容を再度確認して必要があれば現場に指導する。 確認 

（組）スクリーンタイムのチェックはモビサとしての考えは？ 

（会）実態把握は色々なやり方がある。スクリーンタイムのチェックも再発防止のための手段の一つと考える。 

（組）正規の取り扱いをしていれば、お客さまからご意見があっても会社として責任を持って社員を守るべきだ。 

（会）お客さまからご意見があれば、事実確認、事実関係をした上で、お客さまが違うとなった時は、きちんと対応を会

社がする。それはこれからも変わるものではない。 確認 

（組）タブレットの不適切事象を起こすような仲間を作りたくない。まさかということをやってしまうのが人。業務に必要

のないタブレット内容を閲覧してはダメだと運転士、車掌も理解している。だけど、それを乗り越えてしまう可能性

もある。閲覧の制限なども含めて検討していただきたい。 

（会）悔しい思いは一緒。さまざまな対策など一過性で終わらせず、今後も継続的に教育していく。 

 

（組）現状カビ対策の工事は具体的にどこを工事しているのか。 

（会）1階の寝室、2階の女性更衣室。9月にカビを処理、カビが入りづらい塗装、上塗りした塗装を実施。2月 3日から

断熱材を追加、換気扇を設置する工事を始めている。 

（組）夏になると湿度が高い状態が続いている。除湿器は数時間で水が満水になるので自分たちで水を抜いている。こ

れだと対策が不十分ではないか。 

（会）現状はカビが出ているという報告は受けていない。対策が功を奏している。 

（組）具体的に首都圏本部として対策の効果の確認は行っていくのか。 

（会）行っていく。 確認 

（組）工事するほど対策が必要と会社として思ったのであれば、根本的なカビ対策が解決されるまで、除湿剤を会社とし

て購入して社員一人ひとりに配布するべきだ。 

（会）現在は考えていない。 

（組）次にカビが発生したら対応するではなく、今後カビは発生させないと事前に刈り取る事は出来ないのか？ 

（会）効果とバランスというところでいうと、今後必要に応じて対策を打っていく事になる。 確認 
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